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　　　　『子育て体験記』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢見るこぶた　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社宅住まい
　４人家族　３６歳

　私は、短大卒業後すぐに地元の幼稚園で働いていました。当時二十歳だった私には勿論、子育て経験は無いので、職場では周りの先生方にいつも子供さんとの接し方等色々な事を教えて頂いていました。当時は毎日をただ一生懸命に頑張るだけで精一杯だった頼りない私に対して、保護者の皆様には本当に良くして頂いたので、申し訳ない気持ちと感謝の気持ちがありました。
そんな毎日を過ごしていたのですが、それから数年後、私にも縁（？）があったのか、結婚をして幼稚園を退職しました。
　結婚をしてからは専業主婦となり、初めての料理、洗濯、掃除等を悪戦苦闘していました・・・。それから月日は流れて、私は２児の母になりました。

子育ては想像以上に大変で近くに住んでいた自身の母に何かと世話になりながら何とか子供は元気に成長していきました。

そしていつしか私は「○○ちゃんのお母さん」もしくは「おばちゃん」と呼ばれるようになりママ友達も出来ました。お互いの育児の悩みを話したり、相談されたり公園や児童館に行ったり・・・そんな生活が続いたある日。

　私はまた仕事がしたいなあ・・・と思うようになりました。長男が小学一年生になり長女が１歳半年の頃でした。長男は児童クラブがあるし、長女はまだ幼いものの歩きだすのも１歳前と早くお喋りも早かったので、保育園に通わせても大丈夫かな・・？と私は自分勝手に判断してしまいました。それから早速、求人情報誌で探し、ヤクルトの託児所でのパートを見つけました！そこでの仕事内容はヤクルトを宅配している“ヤクルトレディ“と呼ばれている方々の子供さん（年齢６ヶ月～６歳）十数名を、事業所の二階の託児ルームで預かるお仕事でした。早速、面接に行き即日採用となりました。

　さて、それから私は働く事となり毎日の生活が“ガラッ“と変わりました！
今まで小学一年の長男に朝食を用意し、家から送り出した後はのんび～り家事をしたり、下の子供と遊んだりしていました。

　し・か・し・私が働きだしてからは、朝のんび～りする事は無くなりました。長男の登校の用意をしながら、下の子がすやすや気持ちよさそうに寝ていても無理にでも起こして身支度や食事をさせて・・そして私も身支度や食事。朝には家事をしている間も無く下の子供を保育園に預けに行き、それからすぐに私はヤクルトの託児所に向かう・・。そんな毎日となりました。

　毎日が慌ただしくて本当に大変だったのに、私は久々に社会にでて働けるので嬉しくて毎日楽しく保育させて頂いていました。
　でも、それから数ヶ月経ったある日。主人が「最近部屋が汚いし・・何か皆疲れてない？」と言いました。確かに。汚い！平日は託児所の仕事が終るとその足で下の子供を保育園に迎えに行ってから買い物に行き、帰宅すると洗濯しながら食事の支度にお風呂・・・テレビも見る間も無く、皆就寝。土日は朝遅くまで皆寝ている。そんな毎日でした。皆、疲れているのだろうけど私は毎日充実していた気がしていました。
　しかし一つ気がかりな事もありました・・・。

それは、下の子供が毎朝必ず泣くことでした。保育園の先生に預ける時に、なかなか私から離れようとせず泣き出すのです。保育園の先生には「泣くのは最初だけですぐに慣れますよ！」と言われていたので、私はしばらく親子共々我慢かな～と毎朝、後ろ髪を引かれる思いで保育園に預けに行っていました。
　そんな日々が続いていたある日の休日、下の子供をベビーカーに乗せて近所を散歩していました時のことです。偶然にご近所の仲良しのママ友達に会いました。私は久々なので色々話していると、そのママ友達から意外！な一言を言われました。
「下の子供さん以前はよく笑ったりお喋りしたりしていたのに、今日は全然笑わないし、お話しないね・・どうかした？」

そう言われて私は正直驚きました。改めて考えると確かにそうだったから・・・。
でも自分自身は、その時まで全然気づかず毎日を過ごしていました・・・。

　家に帰り、その事を主人に話すと「確かにそうかも・・・」というのです。

保育園に通わせるようになり半年・・・最近預ける時に泣かなくなり私はてっきりようやく慣れたのかな？と思っていました。でも本人は諦めて泣かなくなったのかも・・・と考えると可哀相に思いました。

　それから数日後に、保育参観（外遊びを保護者がこっそり子供に気づかれない様に見る参観）があり、心配だったので見に行きました。外で遊ぶ私の子供は何とも無表情で遊んでいたのでした・・・。その姿を見て私は託児所の仕事を辞めるべきだと思いました。

　その頃はちょうど３月で託児所の方も区切りが良く、運良く新たなパートの方が見つかったので私は辞める事にしました。下の子には「明日から保育園に行かなくてもいいよ！ママお仕事辞めたから」と伝えると本当に嬉しそうに笑顔になり私は「今までごめんね」といいました。　　　　　　　　　
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